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１． 組織の概要 

① 事業所名  ：株式会社 有明 

代表者氏名 ：代表取締役 鎌田 智之 

 

② 所在地      本社：東京都江東区新木場 2-9-1 

    新木場工場：同上 

駐車場：東京都江東区新木場 3-7-7 

 

③ 環境管理責任者：鎌田 貴之  TEL：03-3522-5353 

               FAX：03-3522-5356 

Ｅメール：takada@ariake-d.com 

担当者：同上 

 

④ 事業活動の内容：建築物解体工事業、産業廃棄物収集運搬業および廃棄物処分

業（中間処理） 

 

⑤ 事業の規模 

 本社 

廃棄物収集運搬量 2023 年 1 月-3 月 912 トン 

廃棄物処分量   2023 年 1 月-3 月 863 トン 

従業員数 １６名 

事務所床面積 ㎡ 83.2 ㎡ 

 

  ⑥ 建設業許可 

一般建設業 東京都知事許可(般-2)第 89134 号 

 許可を受けた業の種類：とび・土工工事業、解体工事業 

      

２． ＜情報公表項目＞ 

① 法人情報 

・法人設立年月日：昭和５０年 6 月 

・資本金    ：1000 万円 

・売上高    ：３億 5０0０万円（Ｒ3 年度） 

    

 
 



3 
 

② 施設等の状況 (中間処理) 

 

a 中間処理施設の種類：破砕機 2 台、圧縮梱包機 3 台、バックホー 

(PC78US)1 台、ホイールローダー(WAー40)1 台 

 

b  廃棄物の種類：木くず、廃プラスチック類、がれき類、ガラスくず陶磁器 

くず及びコンクリートくず、繊維、鉄くず、紙くず 以上 7 品目 

   

c 処理能力：許可の状況に記載 

   

d 処理方式：破砕および圧縮梱包 

   

e 処理工程図 

          処理

方法 

工程 

破砕 圧縮梱包 

展開検査 危険物、許可外品目等の 

検査 

危険物、許可外品目等の 

検査 

品目毎に仕分け 破砕機へ投入する品目の仕

分けをする 

圧縮梱包機へ投入する品目

の仕分けをする 

処理前保管 所定の処理前保管場所へ廃

棄物を移動する 

所定の処理前保管場所へ廃

棄物を移動する 

処理 破砕機へ投入 圧縮梱包機へ投入 

処理後保管 ベルトコンベアにて処理後

保管場所へ移動する 

重機にて処理後保管場所へ

廃棄物を移動する 

搬出 車両に積載しリサイクル施

設等へ搬出する 

車両に積載しリサイクル施

設等へ搬出する 
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③ 許可の状況 

a 産業廃棄物収集運搬業 

産業廃棄物収集運搬業 許可品目 

自治体 許可番号 許可年月日 許可期限 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

金
属
く
ず 

ガ
ラ
ス
陶
磁
器
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず 

が
れ
き
類 

紙
く
ず 

東京都 第 1310001584 号 令和 4 年 7 月 7 日 令和 9 年 7 月 6 日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

千葉県 第 01200001584 号 令和 5 年 1 月 6 日 令和 10 年 1 月 4 日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

埼玉県 第 01101001584 号 平成 29 年 7 月 10 日 令和 6 年 7 月 2 日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

神奈川県 第 01402001584 号 令和 5 年 3 月 8 日 令和 10 年 1 月 23 日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

茨城県 第 00801001584 号 更新手続き中 令和 10 年 7 月 26 日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

栃木県 第 00900001584 号 令和 3 年 2 月 7 日 令和 8 年 2 月 6 日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

群馬県 第 01000001584 号 令和 4 年 9 月 3 日 令和 9 年 9 月 2 日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

静岡県 第 02201001584 号 令和４年 2 月 28 日 令和 9 年 2 月 27 日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

仙台市 第 0540201584 号 令和 5 年 2 月 17 日 令和 10 年 1 月 9 日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 

    ｂ 積替え保管施設 

面積 414 ㎡ 最大保管高さ 2.1ｍ 

積替え保管できる廃棄物の種類 

(石綿含有産業廃棄物を含む) 

(水銀使用製品産業廃棄物を含む) 

廃プラスチック類 

金属くず 

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 

がれき類 
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    ｃ 産業廃棄物中間処理業 

産業廃棄物中間処理業 許可品目 

自治体 許可番号 許可年月日 許可期限 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

金
属
く
ず 

ガ
ラ
ス
陶
磁
器
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず 

が
れ
き
類 

紙
く
ず 

東京都 第 1310001584 号 令和 2 年 7 月 7 日 令和 7 年 7 月 6 日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

 

 

 

ｄ 運搬車両の種類と台数 

8t アームロール 2 台 4t ダンプ 1 台 

4t アームロール 3 台 3t ダンプ 4 台 

3t アームロール 2 台 3t ユニック 1 台 

バン 1 台 軽トラック 1 台 

  合計 15 台 
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e 処理施設 

種類 産業廃棄物の種類 
単 独 処

理能力 

混 合 処

理能力 
設置年月日 許可番号 

施 設 許 可

年月日 

破砕 

廃プラスチック類 4.56t/日 - 

平成 16 年 

7 月 1 日 

- - 

木くず 4.10t/日 - - - 

繊維くず 2.28t/日 - - - 

金属くず 20.2t/日 - - - 

ガラスくず・コンクリ

ートくず及び陶磁器

くず 

10.9t/日 - - - 

破砕 がれき類 3.55t/日 - 
平成 21 年 

10 月 5 日 
- - 

圧縮梱包 

廃プラスチック類 10.4t/日 - 

平成 23 年 

10 月 18 日 

- - 

紙くず 8.83t/日 - - - 

繊維くず 11.9t/日 - - - 

金属くず 14.4t/日 - - - 

圧縮梱包 

廃プラスチック類 10.5t/日 - 

平成 20 年 

9 月 3 日 

- - 

紙くず 8.49t/日 - - - 

繊維くず 12.3t/日 - - - 

金属くず 14.1t/日 - - - 

圧縮梱包 

廃プラスチック類 9.58t/日 - 

平成 20 年 

9 月 3 日 

- - 

紙くず 8.01t/日 - - - 

繊維くず 12.1t/日 - - - 

金属くず 13.8t/日 - - - 

 

 

３． 対象範囲 

・当社は全組織および全活動を対象としています。 
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４． 実施体制 (組織図) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

役割 責任・権限 

代表者 

対象範囲明確化、課題とチャンスの明確化、環境経

営方針策定、環境管理責任者任命、代表者による全

体の評価と見直し・指示の実施 

環境管理責任者 

環境負荷・取組状況把握・評価、環境関連法規等取

りまとめ・遵守評価実施、環境経営目標・環境経営

計画策定、教育訓練実施、環境コミュニケーション、 

実施・運用、緊急事態準備・対応、取組状況確認・

評価 

事務部門、解体部門、産業廃棄物処理部門 
自部門の環境経営目標・環境経営計画実施運用、

教育訓練実施 

全従業員 
環境経営方針の理解、EA21 で決めた役割を実

施 

 

 

代表取締役 

鎌田智之 

事務部門 解体部門 

環境管理責任者 

鎌田貴之 

 産業廃棄物

処理部門 

全従業員 
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５． 環境経営方針 

 

＜基本理念＞ 

株式会社有明は、地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つであることを認識し、

全組織を挙げて環境負荷の低減及び環境保護に努力します。 

 建設業のなかでも、弊社の事業である解体工事業および産業廃棄物処理業における再資

源化率の向上は、資源循環型社会の形成において非常に重要な課題であると考えておりま

す。 

弊社は産業廃棄物の再資源化率の向上を通じ、多様な生物の快適な環境作りに積極的に取

り組んで参ります。 

 

＜行動指針＞ 

株式会社 有明は活動、製品及びサービスの環境影響を改善するために、次の方針に基づ

き環境マネジメント活動を推進して地球環境との調和を目指します。 

 

１． 二酸化炭素排出量を削減し、地球温暖化の防止に努めます。 

２． 電力使用量の削減に努めます。 

３． 化石燃料使用量の削減に努めます 

４． 廃棄物の再資源化率の向上に努めます。 

５． 環境関係法令、地域協定を順守して廃棄物の適正処理に努めます。 

 

以上について環境経営目標・活動計画を定め、定期的に見直しを行い継続的な改善に

努めます。 

 

２０２２年１月５日制定 

株式会社 有明 

代表取締役 鎌田智之 
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６． 環境経営目標・環境経営目標の実績 
６.1 中期目標 

         年度 

 目標項目 

2021 年度 

基準年度 

2022 年度 

1～3 月 

2023 年度 

4～3 月 

2024 年度 

4～3 月 

１．二酸化炭素排出量削減 130,172 127561 124958 122355 

・電気     (ｋＷｈ) 

(kg-CO2) 

30,400 

13,467 

29792 

13197 

29184 

12928 

28576 

12659 

・ガソリン   （L） 

              (kg-CO2) 

5,078 

11,782 

4976 

11544 

4874 

11307 

4773 

11073 

・軽 油    （L） 

              (kg-CO2) 

40,667 

104,920 

39853 

102820 

39040 

100723 

38226 

98623 

２．廃棄物排出量削減 

 

   

・一般廃棄物        (kg) 未集計 実績把握 実績把握 目標設定 

３．水使用量削減  (㎥) 257 △２％ △４％ △６％ 

５．環境配慮項目 

 産業廃棄物再資源化率

向上（%） 

95.４％ 100％ 100％ 100％ 

     

 

※基準年度は、2021 年４月～2022 年 3 月 

※2023 年度の削減率は、3 カ月運用期間の 2022 年度と同率とした。 

※電力の CO2 排出係数は東京電力の調整後排出係数 0.443kg-CO2/kＷh を使用した。 

※ガソリンおよび軽油の CO2 排出係数は、2.32kg-CO2/L、2.58kg-CO2/L を使用した。 

※産業廃棄物再資源化率の算出方法は、中間処理で受託した廃棄物量から最終処分(埋立)をした

ものを減算した量を、中間処理で受託した廃棄物量で除算した。 
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６.２ ３ヵ月運用結果 

         年度 

 目標項目 

2021 年度 

基準年度 

2022/1～３ 

2022 年度 

目標 

2023/1～３ 

2022 年度 

実績 

2023/1～３ 

目標達成状況 

１．二酸化炭素排出量削減     

・電気     (ｋＷｈ) 

(kg-CO2) 

7,188 

3,184 

7,044 

3,120  

6,449 

2,856 
〇 

・ガソリン   （L） 

              (kg-CO2) 

1,438 

3,338 

1,410 

3,271  

1,598 

3,707 
× 

・軽油     （L） 

              (kg-CO2) 

10,451 

26,963 

10,243 

26,426  

8,589 

22,159 
〇 

・ＣＯ２総合計(kg-CO2) 33,485 32,817 28,722 〇 

２．廃棄物排出量削減 

   
 

・一般廃棄物        (kg) 未集計 実績把握 230 〇 

３．水使用量削減  (㎥) 29 28 27 〇 

５．環境配慮項目 

 産業廃棄物再資源化率

向上（%） 

95.4％ 100％ 95.7% × 

 
※基準年度は、2022 年 1 月～3 月 

※CO2 排出量の総量は灯油分(使用量：252ℓ CO2 排出量：627kg-CO2)、及び駐車場の

電力使用量 800kWh CO2 排出量：354kg-CO2 を含め 29,707kg-CO2。 

※目標達成状況 〇・・・目標達成 △・・・目標未達成ただし基準年度比減 ×・・・目標未

達成 
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７．環境経営計画・取組結果と評価、次年度の経営計画 

 

環境経営計画 取組結果 評価 次年度の計画 

電力試料量の削減 

・不要照明消灯 

・空調温度管理 

・エアコンフィルター洗浄 

・デマンド監視装置の使用 

 

管理できた。 

管理できた 

2022 年 9 月に実施 

導入・利用開始済み 

○ 継続して実施 

ガソリン使用量の削減 

・従業員へのエコドライブ教育 

・車両の定期点検 

・タイヤ空気圧点検 

 

月例 MTG にて実施 

車両管理表にて実施 

目視にて実施 

○ 継続して実施 

軽油使用量の削減 

・従業員へのエコドライブ教育 

・車両の定期点検整備 

・タイヤ空気圧点検 

 

月例 MTG にて実施 

車両管理表にて実施 

目視にて実施 

○ 継続して実施 

一般廃棄物の削減 

・排出量の現状把握 

 

管理できた 
○ 継続して実施 

水使用量の削減 

・節水シールの貼り付け 

・かけ流し禁止 

 

実施できた 

実施できた 

○ 継続して実施 

廃棄物再資源化率の向上 

・分別の徹底 

・再資源化業者に委託 

 

 

・排出事業者への分別排出の定期的な啓発 

 

実施できた 

実施できた。二次搬入先の選定

及びルート開拓の更なる向上 

 

一部の顧客に実施出来なかっ

た。今後は資料の郵送も視野に

検討する。 

○ 継続して実施 

 

評価〇経営計画は概ね実施出来た。△実施したがまだ不十分。×計画通り実施出来なかった。 
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８．環境関連法規等の遵守状況の確認・評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

 

当社に適用される主な環境関連法規等について、２０２３年１月１７日に遵守評価を実

施した結果、これらへの違反はありませんでした。 

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去 5 年間ありませんでした。 

 

法令・条例 規制内容 許可・届出・報告 遵守評価結果 

廃棄物処理法 都道府県知事の許可 

委託契約、マニフェスト管理 

東京都許可（収集運搬） 

東京都許可（中間処理） 
遵守している 

消防法 指定可燃物(木くず、プラスチッ

ク) 
設置届 遵守している 

東京都廃棄物条例 東京都処理状況報告書提出 2023 年 4 月 27 日提出 遵守している 

建設リサイクル法 分別解体の実施 各自治体に届け出 遵守している 

 

 

 

 

 

９．代表者による全体評価と見直し・指示 

 

202３年 1 月～3 月の運用期間終了後、業務上の都合で取りまとめが遅れてしまいまし

た。 

202３年 4 月 20 日に 3 ヵ月運用結果について、見直しを実施しました。 

以前、他の環境認証規格に取組んでいたこともあり、当初の３ヶ月運用の導入はスムーズ

に行えました。今後、目標数値の達成に向け更なる活動が必要になると予想されますので、

環境管理責任者を中心に、エコアクション 21 の活動を社員全員に周知徹底し効果を上げる

よう指示致しました。 

 
 


